
第 1 学年 総合的な学習の時間   
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回の学習として・・・ 

仙川町・緑ヶ丘・つつじヶ丘地区に現在または 

かつてお住まいの 4 人の方に来ていただき 

ました。色々なお話を聞いたり、質問したりし 

ながら、交流を深めて行きましょう❢ 

生徒代表 

緑ヶ丘小出身  Ｍ san 

滝坂小  出身  Ｙ  san 

Guest 

T ・ G  san 

T ・ M  san 

Ｉ  ・ Ｙ   san 

Ｋ ・ Ｈ  san 

 
 

昔緑ヶ丘 

団地が畑だったことに驚きました 

つつじヶ丘に飲食店がなかったのは意外でした 

調布市はとても面白い地域だと強く思いました 

私と同じ滝坂小出身と聞き、改めて昔からある 

学校だったということを感じました。 

これからも地域調べがんばります❢ 

私たちは調布市の良いところを広めていきます 

ボウリングのお話面白かったです。 

＊課題＊ 

仙川・緑ヶ丘・つつじヶ丘地域を 

さらに住みやすい街に(守るために) 

どうすればよいのかを考える 

＊地域 調べ＊ 

地域の方との交流・ 

             座談会 
 

2025.5.29 6 限目 

仙川駅前のソメイヨシノ🌸 

樹齢約 80年となる 2000（平成 12）年秋、駅前の 

再開発に伴い伐採される計画だったが、地域住民を 

中心に伐採反対の署名が 1万 4000人分集まり、 

市は伐採計画を撤回。仙川駅のシンボル樹木として、 

毎春見事な🌸を咲かせて地域の住民や通勤・通学客を楽しませ、市内のサク

ラスポットとしても人気となっているが、舗装により栄養が行き届かずに年々

樹勢が衰え、土壌改良や施肥などの処置も行われたが、上半分には花がつか

なくなってきていた。 

2001（平成 13）年から毎年サクラの語り部としてサクラの下でチャリティー

コンサートを企画している市民グループが、「駅前🌸の危機、延命治療にラブ

コール」と題して同イベントを開催し、集まった募金を市に託して働き掛け、樹

木医の指導の下、枯れ枝を切って養生し、土壌改良するなどのさらなる処置が

取られた。多くの人が生育を見守る中、春の訪れとともに樹勢回復の兆しが見

られ、高い枝にも花をつけた。 

2023年 8月には、樹勢回復を目指す本格的な対策[地中に埋めた石を締め

固め、水がゆっくりと地下へ浸透するようにし、根が水を吸いやすくする]工事

を実施され、今年も美しい🌸を咲かせた。  

美しい花を咲かせて楽しませてくれる姿は、 

困難な中でも頑張って❢というメッセージを感じる。  

 


